
同窓会時結成を祝し、大島雄次安田生命ﾈ土長の音頭で

高らかにカンパイ

１面１９９９年（平成１１年）２月８日

長
）
の
音
頭
で
カ
ン
パ
イ
し
、

法
燃える母校愛で 所

人
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局

行
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発
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事
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し
、
同
窓
会
を
結
成
、
活
動
を
政
大
学
及
び
法
学
部
並
び
に
法
私
が
会
長
を
受
け
ま
し
た
が
、

続
け
て
お
り
ま
す
。
強
念
な
が
政
大
学
校
友
会
と
の
関
係
を
密
幸
い
に
し
て
副
会
長
、
理
歌
の

結
成
総
会
は
昨
年
９
月
皿
イ
ア
市
ヶ
谷
（
私
学
会
館
）
で

日
、
束
早
九
段
の
ア
ル
カ
デ
約
二
百
人
の
法
学
部
Ｏ
Ｂ
、
○

既
に
工
学
部
、
社
会
学
部
、

経
済
学
部
、
経
営
学
部
の
各
同

す
。

こ
ろ
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

窓
会
が
結
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら

の
で
、
こ
れ
で
５
つ
目
の
学
部
た
学
部
単
位
の
面
倒
見
の
良
い
も
、
法
学
部
同
窓
会
の
今
後
の

同
窓
会
が
、
結
成
さ
れ
た
こ
と
同
窓
会
活
動
が
、
今
後
活
発
に
発
展
と
大
学
へ
の
ご
支
援
を
切

に
な
り
ま
す
。
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
に
願
う
次
第
で
す
。

待
望
の
法
政
大
学
法
学
部
同
窓
会
が
開
学
百
十
八
年
目
に
し
て
昨
秋
、
結
成
さ
れ
た
。
本
学

の
学
部
別
同
窓
会
と
し
て
工
学
部
、
社
会
学
部
、
経
済
学
部
、
経
営
学
部
に
続
く
５
つ
目
で
、

役
員
に
は
原
島
栄
一
会
長
ら
が
逸
出
さ
れ
た
。
同
会
は
会
員
の
親
睦
・
交
流
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
確
立
、
後
輩
の
援
助
・
育
成
を
図
る
と
と
も
に
校
友
会
や
他
学
部
の
同
窓
会
と
協
力
し
つ
つ

母
校
の
発
展
に
役
立
つ
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

法
学
部
同
窓
会
の
結
成
を
こ

法
政
大
学
総
長
録
画
奔
皿
率
唾
掩
濡
唾
塞
雫
砺
雌
遮
皿
渉
睦
雛
雷
藷
》
》
隷
認

清
成
忠
男

董
産
や
元
教
大
女
的
に
展
開
し
て
お
り
ま

却
典

画■凸b寺ﾃ全

9
垂品唄----------罰然唖一癖智一＝=雪.､面.,里争壁丙；

感
鱒
鞭
鐸
臨
斑
畦
一
爵
腰
＃
ぐ
．
．
噂
可

垂一

譲 減大学法学部同窓篭：

創立総謹汲びI懇認塞

体
で
す
。
と
く
に
、
本
学
は
１
い
ま
、
大
学
は
「
開
か
れ
た

法学部同窓会の

発展を願う

大
学
は
時
間
を
超
え
た
共
同
ま
す
。

今
日
成
り
立
つ
ワ
ー
を
始
め
と
す
る
新
校
舎
並

て
い
る
と
い
え
び
に
大
学
会
館
の
建
設
な
ど
で

ま
す
。
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
率
業

本
学
に
は
、
は
、
大
学
と
卒
業
生
と
の
密
接

卒
業
生
全
員
を
な
関
係
な
く
し
て
は
達
成
で
き

対
象
に
し
た
怯
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
大
学

政
大
学
校
友
会
で
は
今
後
卒
業
生
と
の
よ
り
一

支
え
ら
れ
て
、
学
部
設
圃
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ

恥
員
の
方
為
に
す
。
具
体
的
に
は
、
４
つ
の
新

が
、
以
前
か
ら
届
の
、
か
つ
有
意
義
な
接
点
の

組
織
さ
れ
て
お
堀
を
数
多
く
持
ち
た
い
と
考
え

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

開
学
百
十
八
年
目
に
結
成

祝辞を述べる迩藤光男最高裁半!j事

＝東京・フL段アルカディア市ヶ谷

〒160-0023

束京都新宿区西新宿1-9-1
TELO3(3342)7111(代）

こ
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て

佐
伯
弘
治
（
流
通
経
済
大
学
学

れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

氏
（
創
立
準
術
委
員
）
が
務
め
、

大
西
光
広
氏
（
同
）
が
経
過
報
告

ず
れ
も
法
学
部
Ｏ
Ｂ
）
が
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

高
裁
判
耶
）
、
金
子
征
史
（
法

政
大
学
法
学
部
長
）
、
伊
藤
公

介
（
衆
院
議
員
）
の
各
氏
（
い

校
友
会
会
長
）
、
逮
膝
光
男
（
雌

長
）
、
柳
浮
千
昭
（
法
政
大
学

と
会
則
提
案
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

Ｇ
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

司
会
進
行
役
は
高
山
征
治
郎

〒111-0052

束京都台東区柳橋2-20-9
TELO3(3866)8357

て
ス
タ
ー
ト
し
た
伝
統
の
あ
る
．
＃
爵
膳
瀧
期
．
、
暇
出
席
を
い
た
だ
現
在
会
員
数
は
、
五
百
名
を

潅
鐸
窪
域
誤
窪
た
華
謹
雑
締
遮
郵
鉦
畦
誌
誌
岬
蕊
鐸
瀦
崖
恥
奉

合
大
学
と
な
り
、
間
も
な
く
百
初
か
ら
検
討
を
重
ね
、
同
窓
会
母
で
き
ま
し
た
。
の
卒
業
生
の
参
加
が
必
要
と
老

一
一
十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
を
結
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
こ
の
席
で
同
窓
生
の
皆
様
え
て
お
り
ま
す
。
是
非
多
く
の

り
ま
す
。
た
。
・
は
、
母
校
を
愛
し
、
法
学
部
に
深
方
々
に
加
入
を
呼
び
か
け
て
い

こ
の
歴
史
の
歩
み
の
中
、
他
そ
の
目
的
は
、
会
員
相
互
の
い
関
心
を
も
っ
て
お
る
こ
と
を
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

の
学
部
は
、
卒
業
生
が
協
力
親
睦
向
上
を
計
り
、
会
員
と
法
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
不
肖
、

て
ス
タ
ー
ト
し
た
伝
統
の
あ
る

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
に
は
原
島
柴
一
会
長
、

金
子
征
史
、
黒
田
多
加
恵
両
副

国
最
古
の
法
律
専
門
学
校
と
し

学
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
我
が

大
学
は
、
明
治
十
三
年
躯
示
法

全
国
の
法
政
大
学
法
学
部
同
支
援
も
で
き
な
い
状
態
で
あ
り

窓
生
の
皆
様
、
ご
健
勝
の
こ
と
ま
し
た
。

会
長
に
原
島
柴
一
氏

ご
存
知
の
よ
う
に
母
校
法
政

法
学
部
同
窓
会
ら
驚
蔀
に
は
同
窓
会
が
な
接
に
し
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
役
員
の
方
女
の
獄
極
的
な
活
動

く
、
卒
業
生
間
の
連
携
が
と
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

会
長
原
島
柴
一
ず
、
ま
た
、
法
学
部
に
対
す
る
Ｌ
機
が
熟
し
、
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
嬬
任
理

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐

高山総合法律事務所

代表弁謹士

高１１１征治郎
（1965年法律学科卒業）本社〒160-8410支店大阪､東北(仙台)､横浜､広島、
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引
き
続
き
懇
親
会
を
催
し
、

法
学
部
Ｏ
Ｂ
の
大
風
雄
次
氏

（
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
社

会
長
、
高
山
征
治
郎
事
務
局
長

ら
が
選
出
さ
れ
た
。
初
代
会
長

に
就
任
し
た
原
島
氏
が
同
窓
会

結
成
の
喜
び
を
語
る
と
と
も
に

「
会
の
目
的
に
沿
っ
た
運
営
に

誠
心
、
誠
意
努
め
る
」
と
の
抱

負
を
述
べ
た
。

法政大寺法誉部同窓会幸Rｉ倉Ｕ刊＝

(1959年工学部卒業）

く
、
会
員
数
は
発
足
時
に
五
百

に
同
窓
会
へ
の
加
入
状
況
は
良

ら
同
窓
会
の
結
成
を
望
む
声
が

強
か
っ
た
。

れ
ま
で
世
に
送
り
出
し
た
人
材

は
約
十
万
人
に
達
し
て
い
る
。

し
か
し
一
九
六
一
年
の
工
学

部
を
ト
ッ
プ
に
本
学
六
学
部
中

四
学
部
に
次
女
同
窓
会
が
設
立

さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
法
学
部

に
は
同
窓
会
が
な
か
っ
た
。
こ

年
の
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
こ

人
を
超
え
た
。
だ
が
、
メ
ン
バ

の
た
め
全
国
の
卒
業
生
の
間
か

法
政
大
学
は
一
八
八
○
年
に

東
京
法
学
社
と
し
て
創
立
さ

れ
、
法
学
部
（
の
前
身
）
は
創

立
と
同
時
に
発
足
し
、
百
二
十

六
年
卒
）
の
指
抑
で
全
員
が
「
法

政
オ
オ
わ
が
母
校
、
法
政
オ
オ

我
が
母
校
」
と
校
歌
蓮
高
ら
か

に
斎
唱
し
、
会
場
を
確
り
上
げ

た
。

村
串
仁
三
郎
（
経
済
学
部
同
窓

会
役
員
『
後
藤
秋
次
（
校
友
会

副
会
長
）
、
池
端
孝
氏
（
同
幹
事

長
）
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

結
成
が
待
た
れ
て
い
た
だ
け

お
わ
り
に
神
寛
氏
（
一
九
六

母校と法学部の発展に寄与

■
も
１
Ｊ
〃
９
日
ｌ
〃
豆
１
６
Ｊ
２
冊
Ｊ
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■
■
、
Ｉ
Ｊ
Ｆ
屯
Ⅱ
Ⅱ
″
１
１
〃
Ｋ
ｈ
Ⅱ
Ｊ
１
■
Ⅱ
Ｊ
ｒ
Ｈ
冊
Ｊ
Ｊ
１
Ｂ
－
１
Ｊ

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
な
お
、
本
会
に
大
島
雄
次
氏
、

市
ケ
谷
に
お
い
佐
伯
弘
治
氏
、
下
森
定
氏
、
木

て
、
設
立
総
会
山
俊
平
氏
に
顧
問
を
委
砺
し
、

及
び
懇
親
会
を
会
の
運
営
に
お
力
添
え
を
い
た

平
成
十
年
九
月
率
の
方
々
に
は
大
変
な
お
骨
折

十
一
日
（
金
）
り
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

大
勢
の
方
々
の
だ
け
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

取締役社長

大 島 雄 次
（1954年大学院卒業）

－
、
在
校
生
と
の
交
流
な
ど
の

活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

標
に
向
か
っ
て
同
窓
会
名
簿
の

作
成
や
六
大
学
野
球
応
援
ツ
ア

－
が
首
都
圏
中
心
に
な
っ
て
お

り
、
執
行
部
は
会
員
を
全
国
に

拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
力
を
注

い
で
い
る
。
こ
と
し
は
そ
の
目

青
春
時
代
、
同
じ
学
び
舎
で
学
び
、
夢
を
語
り
合
っ
た
同
窓

生
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
交
流
を
深
め
、
母
校
と
法
学

部
の
発
展
に
も
貢
献
す
る
と
い
う
の
が
法
政
大
学
法
学
部
同
窓

会
で
す
。
会
員
は
昨
秋
の
発
足
時
点
で
首
都
圏
鞍
中
心
に
五
百

人
余
を
数
え
ま
し
た
が
現
在
、
こ
れ
を
全
国
に
拡
大
す
る
た
め

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
国
の
法
政
大
学
法
学
部
同
窓
生
の
急
な
さ
ん
、
母
校
愛
遊

燃
や
し
入
会
し
ま
し
ょ
う
。

会
費
は
年
間
四
千
円
（
入
会
金
は
不
要
）
で
す
。
同
窓
生
の

方
は
、
左
記
率
務
局
に
ご
迎
絡
下
さ
い
。

法
政
大
学
法
学
部
同
窓
会

闇

一
丁
０
４
１
０
０
６
１
塞
扉
都
中
央
区
銀
座

四
ノ
ー
ー
ノ
ニ
号
弥
生
ピ
ル
一
一
階

法
政
拳
法
学
部
同
窓
会
率
務
局

（
会
蜜
振
込
先
）
富
士
銀
行
数
奇
屋
徳
支
店

母
校
愛
を
燃
や
し
、
入
会
を
ノ
．

鋳
蕊
鐸
鍾
識
雪
畷
欝
君

代表取締役社長

木１１１俊平
(1959年政治学科卒業）

崎
雅
彦
。

白
勢
恵
子
、
鈴
木
貞
司
、
塚
本

美
、
菊
地
孝
雄
、
猿
谷
洋
一
、

栄
、
中
島
真
介
、
平
泉
明
、
山

ス
イ
ン
グ
専
務
）
▽
理
率
Ⅱ
伊

藤
公
介
、
井
上
仁
良
、
緒
方
滴

長
）
、
金
井
康
次
（
日
本
ハ
ウ

支
社
長
）
、
大
西
光
広
（
新
日

（
法
政
会
計
人
会
歌
読
局
長
）

▽
会
計
監
査
Ⅱ
柴
田
昭
司
（
不

動
産
賃
貸
業
）
▽
常
任
理
率
Ⅱ

大
城
朝
次
郎
（
琉
球
新
報
東
京

所
代
表
）
▽
会
計
Ⅱ
高
栖
保
夫

ビ
ま
尋
▽
事
務
局
長
Ⅱ
高
山

征
治
郎
（
高
山
総
合
法
律
率
務

消
防
庁
消
防
総
監
）
▽
副
会
長

Ⅱ
金
子
征
史
（
法
政
大
学
法
学

部
長
）
、
黒
田
多
加
恵
（
テ
レ

本
質
志
東
京
支
店
営
業
部

総
長
）
、
木
山
俊
平
（
三
菱
鉛

華
塞
泉
販
売
株
式
会
社
社
長
）

長
）
、
下
森
定
（
前
法
政
大
学

顧
問
Ⅱ
大
島
雄
次
（
安
田
生

命
保
険
相
互
会
社
社
長
）
、
佐

伯
弘
治
（
流
通
経
済
大
学
学

会
長
Ⅱ
原
島
柴
一
（
元
亜
宗

同
窓
会
役
員

安田生命保陰相互会社

時代のニーズに応え、土地の仕入れから

企画、設計、施工、販売、管理まで

トータルな那業を展開し踊進する

総合デベロッパー

三菱鉛筆東京販売株式会社








